
我が国の高齢化率は29.1％（令和5年10月
1日現在）となっており、今後更に上昇する見
込みとなっている中で、安心して高齢期の生活
を送るためには、生活の基盤となる住まいの確
保や、良好な生活環境の整備が重要である。
一方で、今後、単身高齢者の増加が見込まれ

るなど、住まいの確保に困難を抱える高齢者の増
加も懸念されている。また、コロナ禍も踏まえた
ライフスタイルの変化や、地方における過疎化の
進行、自然災害の激甚化・頻発化等、高齢期の
暮らしを取り巻く環境は大きく変化している。
そこで、本節においては、内閣府が令和5年
度に実施した以下2調査を基に、高齢者の住宅
と生活環境に関する状況や意識、高齢期におけ
る住み替えに関する意識について分析を行い、
今後求められる施策の方向性を含め、必要な対
応について考察を行った。

「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と
生活環境に関する調査）」（以下本節において「総合調
査」という。）
〇　調査地域	 ：全国
〇　調査対象者	：65歳以上の男女
〇　調査方法	 ：	郵送調査法（オンライン調査併用）
〇　調査時期	 ：令和5年10月26日～11月30日
〇　サンプリング方法：層化二段無作為抽出法
〇　有効回答数	：	2,677人（うちオンライン：198人）

（標本数：男女合わせて4,000人）
〇　有効回収率	：66.9％

　※	「平成30年度高齢者の住宅と生活環境に関する調査」
（以下本節において「前回調査」という。）の結果と
比較している箇所については、前回調査のサンプル
から65歳以上の者を抽出している。今回調査及び前
回調査における母集団年齢の平均値・中央値は以下
のとおり。

　　＜今回調査＞　平均値：75.2歳　中央値：74.0歳
　　＜前回調査1＞　平均値：74.2歳　中央値：73.0歳

1　前回調査は65歳以上の者を抽出した母集団年齢。

「高齢社会に関する意識調査」（以下本節において「意
識調査」という。）
〇　調査地域	 ：全国
〇　調査対象者	：60～99歳の男女
〇　調査方法	 ：オンライン調査
〇　調査時期	 ：	令和6年2月27日～令和6年3

月5日
〇　サンプリング方法：	居住地・性・年代の構成

を人口構成比に合わせた
形で抽出

〇　回収数2	 ：	3,329人（目標回収数：男女合わ
せて3,000人）

2　	回収の結果、一部割当に満たない層が生じたため、
年代・地域が近接している層からの回答で補填して
いる。

1　高齢期の住宅・生活環境をめぐる状
況や意識について

（1）住宅・地域の満足度と幸福感の程度につ
いて
現在居住している住宅と地域のいずれについ
ても満足度が高くなるほど、幸福感を「十分感
じている」、「多少感じている」と回答した割合
が高くなっており、住宅又は地域について「十
分満足している」と回答した人では9割を超え
ている（図1－3－1）。

（2）高齢期の住宅に関する状況や意識につい
て

ア　現在の住宅の問題点
全体でみると、「住まいが古くなり、いたん

でいる」、「地震、風水害、火災などの防災面や
防犯面で不安がある」等と回答した割合が高い
（図1－3－2）。
持家／賃貸住宅の別でみると、持家に居住し
ている人は「住宅が広すぎる」、「部屋数が多す

第3節	 〈特集〉高齢者の住宅と生活環境をめぐる動向について
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図1－3－1 　住宅・地域の満足度と幸福感の程度
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1.87.7

25.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（n=3,329）

十分満足している（n=1,167）

やや満足している（n=1,551）

あまり満足していない（n=493）

まったく満足していない（n=118）

十分満足している（n=1,076）

やや満足している（n=1,742）

あまり満足していない（n=414）

まったく満足していない（n=97）

十分感じている 多少感じている あまり感じていない まったく感じていない

（％）

住
宅
の
満
足
度

地
域
の
満
足
度

幸福感

資料：内閣府「高齢社会に関する意識調査」（令和5年度）

図1－3－2 　現在の住宅の問題点（全体）

29.5

24.4

16.9

15.5

12.7
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9.7

9.5

6.0

5.6

5.5

5.0

1.4

1.2

4.0

29.9

0 5 10 15 20 25 30

住まいが古くなり、いたんでいる

地震、風水害、火災などの防災面や防犯面で不安がある

断熱性や省エネ性能が不十分

家賃、税金、住宅維持費など住宅に関する経済的負担が重い

段差や階段等があり使いにくい

住宅が広すぎる

台所、便所、浴室などの設備が使いにくい

部屋数が多すぎる

住宅が狭い

隣近所の音が気になる、自宅から出る音が気になる

日当たりや風通しが悪い

部屋数が少ない

転居を迫られる心配がある

プライバシーが保てない

その他

何も問題点を感じていない

全体（n=2,677）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「不明・無回答」は除いている。
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図1－3－3 　現在の住宅の問題点（持家／賃貸住宅の別）
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住まいが古くなり、いたんでいる

地震、風水害、火災などの防災面や防犯面で不安がある

断熱性や省エネ性能が不十分

家賃、税金、住宅維持費など住宅に関する経済的負担が重い

段差や階段等があり使いにくい

住宅が広すぎる

部屋数が多すぎる

台所、便所、浴室などの設備が使いにくい

日当たりや風通しが悪い

住宅が狭い

隣近所の音が気になる、自宅から出る音が気になる

部屋数が少ない

プライバシーが保てない

転居を迫られる心配がある

その他

何も問題点を感じていない

持家（n=2,262） 賃貸住宅（n=342）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「持家」は、総合調査において現在の住宅について「持家（一戸建て／分譲マンション等の集合住宅）」と回答した人の合計。「賃貸住宅」

は、総合調査において現在の住宅について「賃貸住宅（一戸建て／民営のアパート、マンション／公営・公社・UR等の集合住宅）」と回
答した人の合計。

（注3）「不明・無回答」は除いている。

ぎる」等と回答した割合が、賃貸住宅に居住し
ている人を大きく上回っている。また、賃貸住
宅に居住している人は、「家賃、税金、住宅維
持費など住宅に関する経済的負担が重い」のほ
か、「台所、便所、浴室などの設備が使いにく
い」、「住宅が狭い」等と回答した割合が、持家

に居住している人を大きく上回っている。
なお、持家に居住している人は、「何も問題
点を感じていない」と回答した割合が、賃貸住
宅に居住している人に比べて9ポイント程度高
くなっている（図1－3－3）。
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イ　災害への備え
前回調査と比較すると、「特に何もしていな
い」と回答した割合が低下している一方、「近
くの学校や公園など、避難する場所を決めてい
る」、「自分が住む地域に関する地震や火災、風
水害などに対する危険性についての情報を入手
している」と回答した割合が上昇し、上位と

なっている（図1－3－4）。
また、家族形態別にみると、ひとり暮らしの
人はそれ以外の人と比べて、ほとんどの項目で
対策をとっている割合が低く、「特に何もして
いない」と回答した割合が高い（図1－3－
5）。

図1－3－4 　地震などの災害への備え（前回調査との比較）

44.8 

36.8 

34.3 

26.0 
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16.4

10.3

8.4

2.6

33.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

近くの学校や公園など、避難する場所を決めている

自分が住む地域に関する地震や火災、風水害などに対する危険性についての

情報を入手している（ハザードマップ、防災マップなど）

非常食や避難用品などの準備をしている

家族・親族との連絡方法などを決めている

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

地域の防災訓練などに参加している

地震火災を防ぐための感震ブレーカーがついている

家族・親族以外で頼れる人との連絡方法などを決めている

住宅の性能（地震や火災、風水害などに対する強度や耐久性）を専門家に見て

もらい、必要な対策をしている

避難する際に家族・親族以外で支援してもらう人を決めている

その他

特に何もしていない

今回調査（令和５年度）（n=2,677） 前回調査（平成30年度）（n=1,601）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）前回調査は対象が60歳以上であったため、65歳以上の回答者のみ抽出して集計している。
（注3）「不明・無回答」は除いている。
（注4）「地震火災を防ぐための感震ブレーカーがついている」「避難する際に家族・親族以外で支援してもらう人を決めている」は、今回調査の

み。
（注5）「住宅の性能（地震や火災、風水害などに対する強度や耐久性）を専門家に見てもらい、必要な対策をしている」について、前回調査で

は「住宅の性能（地震や火災、風水害などに対する強度や耐久性）を専門家に見てもらっている」という表現となっている。
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図1－3－5 　地震などの災害への備え（ひとり暮らしとそれ以外の比較）

38.0 

30.5 

27.9 

26.4 

11.4 

10.8 

10.6 

9.5 

7.4 

4.3 

1.7 

27.2 

46.4

38.4

35.9

25.8

21.1

21.3

13.7

4.6

3.9

5.7

2.1

19.8

0 10 20 30 40 50

近くの学校や公園など、避難する場所を決めている

自分が住む地域に関する地震や火災、風水害などに対する危険性についての情報

を入手している（ハザードマップ、防災マップなど）

非常食や避難用品などの準備をしている

家族・親族との連絡方法などを決めている

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

地域の防災訓練などに参加している

地震火災を防ぐための感震ブレーカーがついている

家族・親族以外で頼れる人との連絡方法などを決めている

避難する際に家族・親族以外で支援してもらう人を決めている

住宅の性能（地震や火災、風水害などに対する強度や耐久性）を専門家に見てもら

い、必要な対策をしている

その他

特に何もしていない

ひとり暮らし（n=537） ひとり暮らし以外（n=2,140）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「不明・無回答」は除いている。
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（3）高齢期の生活環境に関する状況や意識
ア　現在居住している地域における不便や気に

なること
現在居住している地域における不便や気にな
ることを感じている人についてみると、「日常
の買い物に不便」、「医院や病院への通院に不
便」、「交通機関が高齢者には使いにくい、また
は整備されていない」と回答した割合が高い
（図1－3－6）。

イ　子との同居・近居に関する意向
前回調査と比較すると、同居の意向を持つ割
合が低下している一方、近居の意向を持つ割合
が上昇している（図1－3－7）。
年代別にみると、年代が高くなるほど同居の
意向を持つ割合が高く、近居の意向を持つ割合
が低い（図1－3－8）。

図1－3－6 　現在居住している地域における不便や気になること（全体）

23.9

23.8

21.5

12.8

9.7

9.6

6.7

6.5

6.1

6.0

3.2

39.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40

日常の買い物に不便

医院や病院への通院に不便

交通機関が高齢者には使いにくい、または整備されていない

散歩に適した公園や道路がない

防災対策や防犯対策に不安がある

交通事故にあいそうで心配

図書館や集会施設などの公共施設が不足

集会施設、役所、商店など公共的建物が高齢者にとって使いにくい

近隣道路が整備されていない

子供の遊び場や子育て支援サービスが不足

その他

特にない

全体（n=2,677）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「不明・無回答」は除いている。
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図1－3－7 　子との同居・近居の意向（前回調査との比較）
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37.1 
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27.7

12.9

8.9

14.1

18.5

16.9

7.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今回調査（令和５年度）（n=2,335）

前回調査（平成30年度）（n=1,446）

同居したい、同居を続けたい 同居ではなく近居したい 同居か近居のどちらかをしたい

同居も近居もしたくない 不明・無回答

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）前回調査は対象が60歳以上であったため、65歳以上の回答者のみ抽出して集計している。
（注2）「同居したい、同居を続けたい」について、前回調査では「同居したい」という表現となっている。

図1－3－8 　子との同居・近居の意向（年代別）
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65～69歳

（n=495）

70～74歳

（n=661）

75～79歳

（n=537）

80～84歳

（n=384）

85歳以上

（n=258）

同居したい、同居を続けたい 同居ではなく近居したい

同居か近居のどちらかをしたい 同居も近居もしたくない

不明・無回答

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
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ウ　親しくしている友人・仲間がいるか、人と
話をする頻度
親しくしている友人・仲間がいるかについ
て、前回調査と比較すると、「たくさんいる」
又は「普通にいる」と回答した割合が大きく低
下している（図1－3－9）。

人と話をする頻度についても、前回調査と比
較すると、「毎日」と回答した割合が大きく低
下している（図1－3－10）。また、ひとり暮
らしの人についてみると、「毎日」と回答した
割合が、ひとり暮らし以外の人の半分以下と
なっている。（図1－3－11）。

図1－3－9 　親しくしている友人・仲間がいるか（前回調査との比較）

7.8

24.7

39.0

47.5

36.0

21.5

12.6 3.5

5.6

1.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今回調査（令和５年度）（n=2,677）

前回調査（平成30年度）（n=1,601）

たくさんいる 普通にいる 少しいる ほとんどいない 全くいない 友人・仲間はもっていない 不明・無回答

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）前回調査は対象が60歳以上であったため、65歳以上の回答者のみ抽出して集計している。
（注2）「たくさんいる」、「普通にいる」、「少しいる」は、前回調査ではそれぞれ「沢山もっている」、「普通」、「少しもっている」となっている。
（注3）前回調査における「友人・仲間はもっていない」の選択肢は、今回調査では「ほとんどいない」「全くいない」としている。

図1－3－10 　人と話をする頻度（前回調査との比較）

72.5

90.2

13.1

5.4

6.7

1.6

6.0

1.9

1.7

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今回調査（令和５年度）（n=2,677）

前回調査（平成30年度）（n=1,601）

毎日 ２日～３日に１回 １週間に１回 １週間に１回未満・ほとんど話をしない 不明・無回答

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注）前回調査は対象が60歳以上であったため、65歳以上の回答者のみ抽出して集計している。
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図1－3－11 　人と話をする頻度（ひとり暮らしとそれ以外の比較）

38.9

80.9

29.2

9.1

14.9

4.6

14.7

3.8

2.2

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ひとり暮らし（n=537）

ひとり暮らし以外（n=2,140）

毎日 ２日～３日に１回 １週間に１回 １週間に１回未満・ほとんど話をしない 不明・無回答

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」

エ　地域に住み続けるために必要なこと・近所
の人との付き合い方
前回調査と比較すると、「近所の人との支え
合い」や「家族や親族の援助」と回答した割合
は低下しているが、「近所の人との支え合い」
については依然として半数以上の人が必要と考
えている（図1－3－12）。
一方、「近所の人との支え合い」と回答した

人について、どのような近所付き合いをしてい
るかをみると、「会えば挨拶をする」、「外で
ちょっと立ち話をする」、「物をあげたりもらっ
たりする」といった、比較的表面的な付き合い
が多く、「病気の時に助け合う」、「家事やちょっ
とした用事をしたり、してもらったりする」と
いった、より深い付き合いは1割前後にとど
まっている（図1－3－13）。

図1－3－12 　地域に住み続けるために必要なこと（前回調査との比較、一部選択肢のみ抜粋）

50.2 

41.4 

56.2

50.4

0 10 20 30 40 50 60

近所の人との支え合い

家族や親族の援助

今回調査（令和５年度）（n=2,677） 前回調査（平成30年度）（n=1,499）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）前回調査では、問3（現在の地域に住み続ける予定）で「ある」と回答した人にのみ質問。
（注3）前回調査は対象が60歳以上であったため、65歳以上の回答者のみ抽出して集計している。
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図1－3－13 　�近所の人との付き合い方（地域に住み続けるために「近所の人との支え合い」
が必要と回答した人のみ）

87.2

77.7

67.9

31.3

25.2

20.0

10.9

8.5

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

会えば挨拶をする

外でちょっと立ち話をする

物をあげたりもらったりする

相談ごとがあった時、相談したり、相談されたりする

お茶や食事を一緒にする

趣味をともにする

病気の時に助け合う

家事やちょっとした用事をしたり、してもらったりする

その他

近所の人との支え合いが必要と回答した人（n=1,344）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「不明・無回答」は除いている。
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（4）住まいや地域の環境について重視すること
全体でみると、「医療や介護サービスなどが
受けやすいこと」と回答した割合が最も高く、
次いで、「駅や商店街が近く、移動や買い物が
便利にできること」が高い。
また、性別でみると、女性は「医療や介護

サービスなどが受けやすいこと」や「手すりが
取り付けてある、床の段差が取り除かれている
など、高齢者向けに設計されていること」、「親
しい友人や知人が近くに住んでいること」等と
回答した割合が男性を上回っている（図1－3
－14）。

図1－3－14 　住まいや地域の環境について重視すること（性別）
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19.3 

18.2 

14.4 

10.9 

4.5 

1.6 

8.5 

65.0

56.8

45.3

30.3

35.3

35.5

26.3

21.6

17.9

17.6

16.5

24.9

10.0

4.6

1.6

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70

医療や介護サービスなどが受けやすいこと

駅や商店街が近く、移動や買い物が便利にできること

手すりが取り付けてある、床の段差が取り除かれているなど、

高齢者向けに設計されていること

豊かな自然に囲まれていること、または静かであること

近隣の道路が安全で、歩きやすく整備されていること

災害や犯罪から身を守るための設備・装置が備わっていること

プライバシーが確保されていること

子供や孫などと一緒に住むこと、または近くに住めること

省エネルギー化がなされていること

部屋の広さや間取り、外観が自分の好みに合うこと

趣味やレジャーを気軽に楽しめる場所であること

親しい友人や知人が近くに住んでいること

ペットと一緒に暮らせること

職場に近いなど、現在の職業に適した場所にあること

その他

特にない

男性（n=1,277） 女性（n=1,400）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「不明・無回答」は除いている。
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（5）政策や支援で特に力を入れてほしいこと
全体でみると、「介護や福祉サービス」、「医
療サービス」、「公的な年金制度」、「多世代が暮
らしやすいまちづくり」、「地域全体の防災対
策、防犯対策」と回答した割合が高い。
年代別でみると、年代が高くなるほど、「介

護や福祉サービス」と回答した割合が高く、年
代が低くなるほど、「公的な年金制度」、「多世
代が暮らしやすいまちづくり」、「高齢者の働く
場の確保」と回答した割合が高い（図1－3－
15）。

図1－3－15 　政策や支援で特に力を入れてほしいこと（年代別）
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21.3
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3.5

6.6

12.2

3.1

10.1

0 10 20 30 40 50 60 70

介護や福祉サービス

医療サービス

公的な年金制度

多世代が暮らしやすいまちづくり

地域全体の防災対策、防犯対策

高齢者に配慮したまちづくり

高齢者に関する事故や犯罪防止（財産目当ての犯罪等）

高齢者の働く場の確保

高齢者向けの住宅の整備

子育て支援などの少子化対策

生涯学習のための場の確保

高齢者のボランティア活動のための場の確保

老後のための個人的な財産形成の支援

高齢者の人権について一般市民の理解の促進

その他

特にない

65～74歳（n=1,365） 75～84歳（n=1,026） 85歳以上（n=286）

（％）

資料：内閣府「令和5年度高齢社会対策総合調査（高齢者の住宅と生活環境に関する調査）」
（注1）複数回答。
（注2）「不明・無回答」は除いている。

68


